
「
岡
目
一
目
」

　
「
花
発
多
風
雨
、
人
生
足
別

離
」
を
、
井
伏
鱒
二
は
「
ハ
ナ

ニ
ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
ヘ
モ
ア
ル

ゾ
、サ
ヨ
ナ
ラ
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ
」

と
訳
し
た
。
訳
の
方
が
い
い
。

　

朝
ド
ラ
の
主
人
公
が
訳
し

た
「
赤
毛
の
ア
ン
」
は
、
原

題
を
直
訳
す
れ
ば
「
緑
の
切

妻
屋
根
の
ア
ン
」
で
あ
り
、

〝
赤
毛
〟
と
い
う
言
葉
は
入

っ
て
い
な
い
。

　

大
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
小
説

「
星
の
王
子
さ
ま
」
も
、
フ
ラ

ン
ス
語
原
題
で
は
「Le Petit 

Prince

」、
英
語
版
で
も
「The 

Little Prince

」。
ど
こ
に
も

〝
星
〟
と
い
う
言
葉
は
入
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
中
身
を
考
え

る
と
「
星
の
王
子
さ
ま
」
は
名

訳
だ
と
思
う
。

　

法
律
や
お
役
所
文
章
な
ど
は

漢
字
の
多
い
む
つ
か
し
い
の
が

多
い
が
、「
高
山
市
誰
に
も
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
と

い
う
や
さ
し
い
文
体
に
出
合
っ

て
、「
こ
れ
だ
」
と
喜
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
あ
る
所
で
「
や
さ
し

い
」
の
「
さ
」
の
字
が
「
ま
」

の
字
に
な
っ
て
い
る
ミ
ス
プ
リ

ン
ト
を
見
た
。

　

星
の
王
子
さ
ま
も
ビ
ッ
ク
リ

だ
が
、
他
人
ご
と
で
は
な
い
。

気
を
付
け
ね
ば
…
…
お
互
い
。

　

ご
き
げ
ん
よ
う
、
さ
よ
う
な

ら
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　
「
新
舞
踊
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
？
」

　

私
た
ち
の
会
は
三
十
五
年
以
上

の
歴
史
が
あ
り
、
六
十
代
か
ら

九
十
代
ま
で
の
会
員
が
、
三
喜
凰

利
樹
先
生
の
元
で
楽
し
く
練
習
し

て
い
ま
す
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
の
練
習
は
、
健

康
維
持
や
老
化
防
止
に
も
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
敬
老
会
や
芸
能

祭
で
の
発
表
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

慰
問
な
ど
で
、
個
人
的
に
各
種
宴

会
な
ど
で
披
露
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

私
た
ち
の
会
で
は
、
初
心
者

の
方
で
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
〇
九
〇
―

三
四
四
四
―

七
五
〇
五

（
津
坂
）
ま

で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

稽
古
は
、

毎
週
金
曜
日

午
後
に
福
祉

セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
が
、

四
月
～
十
一

月
の
第
一
、
第
三
金
曜
日
は
西
小

学
校
学
習
室
に
て
行
い
ま
す
。
た

だ
し
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
会
費
は
月
千
五
百

円
で
す
。

　

会
員
一
同
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
新
舞
踊 

あ
や
め
会
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

代
表

 

堤　

利
子

［
華
道
家
元
池
坊
飛
騨
支
部
］

い
け
の
ぼ
う
巡
回
講
座
２
０
１
４

◇
日
時　

七
月
十
三
日
（
日
）

午
前
十
時
～
午
後
三
時
半

◇
場
所　

文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

◇
参
加
費　

三
、〇
〇
〇
円

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

　

当
協
会
で
は
、
こ
の
度
高
山
市

民
文
化
会
館
に
お
い
て
、
避
難
訓

練
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
高
山
市
消
防
音
楽
隊
の

協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
る
も
の

で
、
実
際
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
中

に
地
震
や
火
災
が
発
生
し
た
場
合

を
想
定
し
、
会
場
か
ら
の
避
難
を

体
験
す
る
も
の
で
す
。

　

ホ
ー
ル
な
ど
で
の
イ
ベ
ン
ト
の

最
中
に
地
震
が
発
生
し
た
場
合

は
、
次
の
よ
う
に
対
処
す
る
と
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
そ
の
場
で
身
を
伏
せ
、
安
全
確

保
。
荷
物
な
ど
で
頭
を
覆
い
、
落

下
物
に
備
え
る
。

②
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
、
係
員

の
誘
導
に
従
い
避
難
を
行
う
。

　

し
か
し
、
い
き
な
り
地
震
に
遭

遇
し
た
場
合
、
①
②
の
よ
う
な
対

処
を
冷
静
に
行
う
事
は
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
う
し
た
機
会
に
避
難
を
体
験
し

て
お
く
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
で

す
。

　

ま
た
、
文
化
活
動
が
盛
ん
な
飛

騨
地
方
で
は
、
一
年
を
通
じ
て
各

種
団
体
が
ホ
ー
ル
な
ど
で
発
表
会

を
行
い
ま
す
。
そ
う
し
た
主
催
団

体
の
責
任
者
は
、
避
難
す
る
側
で

は
な
く
避
難
誘
導
す
る
立
場
に
な

り
え
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
非

お月見歌会
道伝えの日道伝えの日

お月見歌会
短歌
募集

募集作品
☆一般の部　課題歌「月」　一首
　　　　　　自由歌　　　一首
☆高校生の部　課題歌「月」　一首
応募方法
メールまたは郵送で（必ず住所・氏名・電話番号を
記入、高校生は、学校・学年も）。
・郵送先　〒506-0053 高山市昭和町１-188-1
　　　　 市民文化会館内（一社）高山市文化協会
・メールアドレス　ｍａｉｌ＠ｔａｋａｙａｍａ-ｂｕｎｋａ．ｏｒｇ
締め切り　８月23日（土）（当日消印有効）

お月見歌会（優秀作の発表、講評、賞品授与、歌会）
　日時　９月２0日（土） 午後１時～
　場所　高山市文化伝承館（高山市城山）
　※優秀作品は広報「高山の文化」に掲載します

常
事
態
へ
の
対
処
方
法
も
学
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

主
催
す
る
側
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
事
前
の
避
難
経
路
の
確
認
。

②
地
震
発
生
時
に
は
、
直
ち
に
舞

台
上
か
ら
離
れ
る
（
舞
台
上
は
落

下
物
の
危
険
が
多
い
）。

③
観
客
に
そ
の
場
に
伏
せ
る
よ
う

に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
す
る
。

④
必
ず
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
避

難
誘
導
を
開
始
す
る
。

　

今
回
の
避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
無
料
で
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
、
体
験
を
兼
ね
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

［
高
山
市
消
防
音
楽
隊
と
は
］

　
消
防
団
員
と
市
民
に
よ
り
結
成

さ
れ
た
音
楽
隊
で
、
正
月
の
出
初

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
八
月
三
日
開

催
予
定
の
「
林
隆
三
朗
読
会
～
宮
沢

賢
治
童
話
の
世
界
」
は
、
ご
本
人
の

逝
去
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

【
公
演
中
止
の
お
知
ら
せ
】

式
パ
レ
ー
ド
や
戦
没
者
追
悼
式
式

典
な
ど
で
演
奏
を
行
っ
て
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
は
総
勢
二
十
五
名

で
す
。
今
回
は
そ
の
う
ち
十
五
名

に
よ
り
「
イ
ッ
ツ
・
ア
・
ス
モ
ー

ル
ワ
ー
ル
ド
」「
雨
の
ち
晴
れ
る

や
」「
恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク

ッ
キ
ー
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

◇
日
時　

七
月
二
十
二
日
（
火
）

　

午
後
七
時
三
十
分
開
演

◇
場
所　

文
化
会
館
・
小
ホ
ー
ル

◇
料
金　

無
料

避
難
訓
練

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

高
山
市
民
文
化
会
館

7/22（火）


